
2 0 0 8 年 ( 平 成 22008 年(平成 20 年) ○月○日 

教 育 研 究 評 議 会 資 料 １ 

教 育 研 究 評 議 会 資 料 ● 

教育研究評議会（第 81回）議事要旨 

 

 

Ⅰ．日  時    2010 年（平成 22年）4月 27日（火）15時 05 分～15時 40 分  

 

Ⅱ．場  所    本部管理棟 2階中会議室 

 

Ⅲ．出 席 者  亀山学長、宮崎理事、金口理事、村上理事、富盛副学長、和田副学長、栗

田副学長、村尾総合国際学研究院長、藤井外国語学部長、新井副研究院長、

石井副学部長、栗原アジア・アフリカ言語文化研究所長、飯塚アジア・ア

フリカ言語文化研究所副所長、三尾アジア・アフリカ言語文化研究所附属

情報資源利用研究センター長、田山留学生日本語教育センター長、小林留

学生日本語教育センター副センター長、立石附属図書館長、佐野総合情報

コラボレーションセンター長、松本保健管理センター所長（合計 19名） 
 

Ⅳ．配付資料   １．国立大学法人東京外国語大学教育研究評議会委員（名簿） 

２．国立大学法人東京外国語大学教育研究評議会規程 

３．2010 年度（平成 22年度）主要会議日程(案) 

４．教育研究評議会（第 80回）議事要旨（案）   

５．大学等の設置に係る設置計画履行状況報告書の提出について  

６．平成 21年度 基金委員会関係 会計報告  

７．ベオグラード大学との大学間国際学術交流協定の締結について  

８．国立大学法人東京外国語大学の予算の繰越の取扱いについて 

９．各室等構成員一覧 

１０．アクションプラン 2009 に基づく教育・研究及び学生生活の

基盤整備について  

 

○ 委員の紹介 

亀山学長から、新たに委員となった、松本保健管理センター所長の紹介及び 4月 1日付け

で着任した相原企画調整役、石村学術情報課長、佐伯学生課長の紹介があった。 

配付資料 1、2に基づき、4月 1日現在の委員及び規程の確認を行った。 

 

○ 平成 22年度会議日程の確認 

亀山学長から、配付資料 3に基づき、2010 年度（平成 22年度）主要会議日程について、

確認願いたい旨の発言があり、これを確認した。 

 

○ 教育研究評議会(第 80回)議事要旨確認について 

亀山学長から、教育研究評議会第 80回議事要旨について、確認願いたい旨の発言があり、

これを確認した。 

 

Ⅴ．議  事 

＜審議事項＞ 

１．設置計画履行状況調査について  



村尾研究科長から、配付資料 5に基づき、5月 14日までに文部科学省へ提出することと

なっている、平成 21年 4月に設置した総合国際学研究科の設置計画の履行状況調査報告書

等について説明があり、審議の上、これを承認した。 

 
 

＜報告事項＞ 

１． 平成 21年度基金委員会会計決算報告について 

佐久間企画調整役から、配付資料 6に基づき、平成 22年 4月 19日（月）開催の基金委

員会で審議・承認された国際教育支援基金、百周年教育研究振興基金、岩崎民平奨学基金

及びスカラーシップ資金の決算報告があった。 

  

２． ベオグラード大学との国際交流協定締結について 

宮崎理事から、配付資料 7に基づき、役員会においてベオグラード大学と大学間国際学

術交流協定の締結を了承した旨報告があった。 

 

３． 予算の繰越について 

溝口会計課長から、配付資料 8 に基づき、第 2 期中期目標期間中の平成 22 年度より平

成 26 年度の間、運営費交付金及び自己収入における各予算毎の剰余金を繰り越すことが

できることとなった旨及びその条件等について説明があった。 
 

４． 各室等構成員について 

石田総務企画課長から、配付資料 9に基づき、今年度より経営戦略会議の下に新たにキ

ャリア企画部会及び男女共同参画推進部会を設置し,構成員を決定した旨報告があり、併せ

て今年度の各室等構成員について確認を行った。 

 

５． アクションプラン 2009 に基づく教育・研究及び学生生活の基盤整備について 

亀山学長から、配付資料 10に基づき、アクションプラン 2009 に基づく教育・研究及び

学生生活の基盤整備について説明があり、関係部分について各部局で確認願いたい旨報告

があった。 

なお、追加がある場合は、総務企画課へ申し出て欲しい旨依頼があった。 

 

６． 外国語学部組織改編の検討経緯と現状について 

藤井外国語学部長から、現在概算要求事項として検討を進めている外国語学部組織改編

について、大学執行部との懇談及び教授会での議論を踏まえ、今後は概算要求を視野に収

めつつそのコンセプトを検討し、具体的設計に進む段階である旨報告があった。 

続いて、金口理事から、文部科学省も好反応を示していることから、この機会を逃さぬ

よう共通認識を持って前向きに検討を進めて欲しい旨発言があった。 

 

 

 

○亀山学長から、次回の教育研究評議会については、平成 22年 5月 25日(火)に本部管理

棟 2階中会議室において開催する予定としている旨、連絡があった。 

                                      以上 


